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２
月
13
日
か
ら
41
日
間
、
船
橋
市
議
会
で
２
０
２
５
年
第
一
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
相
次

ぐ
物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
を
置
き
去
り
に
し
な
が
ら
、
海
老
川
上
流
地
区
で
の
大
型
開
発
を
進
め

る
２
０
２
５
年
度
予
算
案
が
、
自
民
党
、
公
明
党
、
立
憲
民
主
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
市
の
予
算
案
（
一
般
会
計
２
５
６
８
億
円
）
に
対
し
、
学
校
給
食
無
償
化
や

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
高
齢
者
補
聴
器
助
成
事
業
の
拡
大
、
生
理
の
貧
困
対
策
の
拡
充
な
ど

を
含
め
た
組
み
換
え
を
提
案
し
、
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
議
案
質
疑
で
は
、
す
べ
て
が
必
要
と
は
思
え
な
い
総
額
１
０
０
０
億
円
超
を
費
や
す
医
療

セ
ン
タ
ー
移
転
事
業
や
ひ
っ
迫
す
る
医
療
・
救
急
体
制
、
下
水
道
管
の
老
朽
化
、
Ｄ
Ｖ
継
続
が
懸
念

さ
れ
る
離
婚
後
共
同
親
権
な
ど
を
取
り
上
げ
、
見
直
し
や
対
策
を
と
市
長
に
迫
り
ま
し
た
。

午後１時
～４時

15月15日（木）
16月19日（木）

第１回
定例議会

　

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

過
去
最
高
額
の
２
５
６
８
億
円

市
民
に
冷
た
い
新
年
度
予
算
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と
な
り
ま
し
た
。
増
額
し
た
予

算
の
大
半
は
児
童
手
当
の
拡
大

海上安全、豊漁祈願の水神祭船橋再発見

　今年も４月３日、船橋漁港で船橋漁業協同組合の『水神祭』

が行われました。毎年４月３日に行われ、江戸時代から行わ

れる漁師町の大切な行事で、海上安全、豊漁を祈願します。

晴天であれば、漁港には大漁旗をかかげた漁船がならび、

雅楽が漁港に響きわたります。船橋大神宮のこの神楽は船橋

市指定無形民俗文化財です。

（
15
歳
か
ら
18
歳
）
や
昨
年
の

定
額
減
税
給
付
分
、
政
府
主
導

の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
変

革
）
な
ど
で
、
国
の
事
業
に
よ

る
も
の
で
す
。
米
や
野
菜
な
ど

食
料
品
の
値
上
が
り
に
悲
鳴
を

上
げ
る
市
民
生
活
へ
の
船
橋
市

独
自
の
支
援
は
欠
け
て
い
ま
す
。

　

船

橋

市

の

基

金

残

高

は

２
０
２
３
年
度
決
算
で
総
額

４
６
８
億
１
５
９
３
・
１
万
円

と
過
去
最
高
額
を
更
新
し
て
お

り
、
暮
ら
し
を
支
援
す
る
財
源

が
な
か
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

市
長
が
支
援
す
る
「
メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
た
め
に
新
駅

建
設
費
や
開
発
助
成
金
は
29
・

３
億
円
も
予
算
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
防
災
対
策
や
、
保
育

園
・
放
課
後
ル
ー
ム
の
待
機
児

童
対
策
、
介
護
職
員
不
足
問
題

な
ど
深
刻
な
課
題
へ
の
取
り
組

み
は
遅
れ
た
ま
ま
で
す
。
「
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
」
の
た
め
の

医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
建
て
替
え

は
、
建
設
事
業
費
が
膨
れ
上
が

り
１
０
０
０
億
円
を
超
え
る
こ

と
が
判
明
し
て
も
見
直
そ
う
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
も
学
校

給
食
費
の
無
償
化
、
災
害
対
策

な
ど
の
市
民
要
求
に
応
え
な
い

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
医
療
セ
ン

タ
ー
の
整
備
は
手
術
室
な
ど
必

要
な
機
能
の
拡
充
に
と
ど
め
、

過
大
な
財
政
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
す
べ
き
だ
と
提
案
し
て

い
ま
す
。

裏金作りに反省のない自民党への審判は、日本共産党の躍進で。

≪市民のいのち･暮らし第一の

                    船橋市に変える≫

坂井ようすけ
【プロフィール】1979年生まれ　城西国際大卒、民間企業勤務。

2015年～2023年 船橋市議会議員（2期）。原発ゼロの運動13年。
一級管工事施工管理技士、初級パラスポーツ(障害者スポーツ)指導員。
家族：妻と子ども。船橋市高根台在住。

❶ 1000 億円の医療センター移転計画は
　    見直し、必要な病院機能の拡充を急ぐ
❷ 保育園や放課後ルームの待機児童の解消
❸ 学校給食費ゼロ、国民健康保険料の引き下げ
❹ 災害被害想定に見合った防災対策へ抜本的に強化

6月 22日投票　船橋市議会議員補欠選挙

３
期
12
年
の
締
め
く
く
り
？

松
戸
徹
市
政

こ
れ
で
良
い
の
か 

新
年
度
予
算

　

「
歩
い
て
行
け
る
総
合
病
院

が
な
く
な
る
」

―
独
立
行
政

理
事
長
背
任
疑
惑
の
J
C
H
O
船
橋
中
央
病
院

市
は
現
地
建
て
替
え
を
求
め
よ

法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機

構
（
通
称
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
〈
ジ
ェ
イ

コ
ー
〉
）
船
橋
中
央
病
院
の
日

本
建
鐵
跡
地
（
山
手
１
丁
目
）

へ
の
移
転
発
表
以
来
、
周
辺
住

民
か
ら
不
安
の
声
が
出
て
い
ま

す
。
し
か
も
移
転
予
定
地
は
周

辺
の
道
幅
が
狭
く
、
休
日
の
道

路
渋
滞
が
深
刻
で
す
が
、
野
村

不
動
産
と
住
友
不
動
産
が
最
大

１
３
０
０
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
を
行
う
予
定
で
す
。
渋
滞
が

さ
ら
に
悪
化
し
、
救
急
車
の
通

行
に
支
障
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
２
月
28
日
の

市
議
会
で
市
に
対
し
、
中
央
病

院
の
現
地
建
て
替
え
を
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
に
求
め
る
べ
き
だ
と
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
移
転
用
地
を
巡

り
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
山
本
理
事
長
が

野
村
不
動
産
に
34
億
円
の
利
益

供
与
を
行
っ
た
疑
い
を
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
が
報
じ
て
お
り
、

真
相
解
明
も
併
せ
て
求
め
る
べ

き
と
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
ど
ち
ら
も
拒
み
ま
し
た

が
、
医
療
従
事
者
の
待
遇
改
善

や
地
域
医
療
の
拡
充
が
求
め
ら

れ
る
中
、
見
過
ご
せ
な
い
事
態

で
す
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



あ の 街 こ の 町 　２０２５年 ５・６月 　No. ２４５ （ ２ ）

３月の船橋市議会　議案・日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度

共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
11
人
）
、
公
明
＝
公
明

党
（
９
人
）
、
結
＝
結
（
７
人
）
、
清
風
＝

清
風
会
（
５
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔
（
４
人
）
、

市
政
＝
市
政
会
（
議
長
を
除
く
３
人
）
、

無
所
属
（
４
人
）
は
・
三
・
か
・
佐
＝
各

議
員
の
頭
文
字　

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反

対　

退
＝
退
席
】

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 か 佐
議
案 ２０２５（令和7）年度船橋市一般会計予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇：3

×：1 〇 × 〇 〇 〇

意
見
書（
発
議
案
）

米軍人等による性的暴行事件の再発防止措置を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：2
×：2 × 〇 〇 〇 ×

訪問介護事業者への介護報酬引き下げ撤回などを求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × ×

高額療養費制度における負担限度額引き上げ中止を求める意見書 否決 〇 〇 × × × 〇：3
×：1 × 〇 〇 〇 ×

2035年度までの温室効果ガス削減目標を、2013年度比で75％～
80％に引き上げるよう求める意見書 否決 〇 × × × × × × × 〇 × ×

学費値上げを止めるための緊急助成を求める意見書 否決 〇 〇：4
×：7 × × × × × 〇 〇 〇 ×

主
な
陳
情
・
請
願

核兵器禁止条約に署名・批准を国に求める意見書提出についての陳情 否決 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 × ×
選択的夫婦別姓制度をただちに導入するための国会審議を求める意
見書の提出についての陳情 否決 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 ×

船橋市立医療センター移転計画の抜本的見直しを求める陳情 不採択 〇 〇：3
×：8 × × × 〇：1

×：3 × × × × ×
「インボイス制度廃止を求める意見書」を政府に送付することを求め
る陳情書 不採択 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × ×

メディカルタウン構想（海老川上流地区開発）に関する市長あての
要望の実現を求める陳情書 不採択 〇 〇：3

×：8 × × × 〇：1
×：3 × × × × ×

船橋の学校給食費の完全無償化を求める陳情 不採択 〇 〇 × × × 〇：1
×：3 × × 〇 × ×

下
水
道
管
の
老
朽
化
、

船
橋
市
は
大
丈
夫
？

市
民
の
命
を
守
る救急

隊
の
増
隊
は
急
務

　

埼
玉
県
八
潮
市
内
で
発
生
し

た
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
に

よ
っ
て
、
全
国
の
下
水
道
施
設

の
老
朽
化
問
題
が
焦
点
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
今

後
の
市
の
対
応
と
改
修
に
つ
い

て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

船
橋
市
は
、

◎ 

直
径
１
・
５
ｍ
以
上
、
最
大

で
５
ｍ
の
管
渠
が
埋
設
さ
れ

て
い
る
道
路
の
路
面
下
空
洞

調
査
を
実
施

◎ 

直
径
２
ｍ
以
上
の
管
渠
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
道
路
の
目
視

に
よ
る
調
査
を
３
月
か
ら
２

か
月
間
で
実
施

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

　

昨
年
暮
れ
に
「
救
急
車
を
呼

ん
で
も
、
な
か
な
か
来
な
い
」

「
受
け
入
れ
先
病
院
が
、
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う

情
報
が
日
本
共
産
党
市
議
団
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
搬
送
困
難
事

例
件
数
は
10
月
１
９
２
件
か

ら
今
年
１
月
に
は
４
５
１
件

に
、
現
場
滞
在
最
長
時
間
も
10

月
１
９
９
分
か
ら
１
月
に
は

６
９
４
分
と
い
う
状
況
が
わ
か

り
ま
し
た
。
12
月
に
は
市
内
の

救
急
車
が
フ
ル
稼
働
し
、
お
よ

そ
８
分
に
１
回
救
急
車
が
出
動

し
て
い
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

１
度
出
動
し
た
救
急
隊
が
、
消

た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
調
査
費
用

と
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

の
費
用
へ
の
国
か
ら
の
支
援
は

未
定
で
す
。
水
道
や
下
水
道
な

ど
は
、
命
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
り
、
自
治
体
任
せ
で
は
な
く

国
の
責
任
で
対
策
す
べ
き
で
す
。

　

し
か
も
、
新
年
度
予
算
で

は
、
下
水
道
Ｗ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
ウ
ォ

ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
。
下
水
道
施
設

の
維
持
管
理
・
更
新
を
す
べ
て

民
間
に
ま
か
せ
る
こ
と
） 

の

導
入
を
検
討
す
る
予
算
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
管
の
改

修
事
業
を
利
用
し
て
、
国
の
支

援
が
欲
し
け
れ
ば
Ｗ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

防
署
に
戻
る
間
も
な
く
次
の
現

場
へ
向
か
う
と
い
う
状
況
で
し

た
。
「
早
急
に
増
隊
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
求
め
ま
し
た

が
、
消
防
局
長
か
ら
は
「
ま
ず

は
２
０
２
４
年
度
増
隊
（
１

隊
）
し
た
効
果
の
検
証
を
し
、

救
急
需
要
を
見
な
が
ら
適
正
な

時
期
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
が
あ
っ
た
だ
け
で
し
た
。

　

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ

れ
、
救
急
隊
員
の
過
重
労
働
も

心
配
で
す
。
今
後
高
齢
化
社
会

が
進
め
ば
、
ま
す
ま
す
救
急
車

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
市
民
の

命
を
守
る
た
め
に
も
、
早
急
に

体
制
強
化
が
必
要
で
す
。

導
入
を
し
ろ

と
い
う
内
容

で
す
。
下
水

道
事
業
は
、

衛
生
的
な
生

活
環
境
の
保

持
、
自
然
環

境
の
保
全
な
ど
を
行
う
重
要
な

事
業
で
あ
り
、
国
が
費
用
負
担

す
る
の
は
当
然
で
す
。

　

来
年
度
は
、
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
営
水
道
料
金
も
20
％
の

値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
負
担
は
さ
ら
に
大
き
く

な
り
ま
す
。
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。

◆歳出の削減、歳入増
東葉高速鉄道の新駅整備費は支出しない 16億 700万円
海老川上流地区の区画整理費は支出しない 13億2700万円
指定金融機関（千葉銀行）に対し、公金の支払いに係る手
数料を支出しない 1億1400万円
船橋市プロスポーツ等連携推進委員会に補助金を支出しない 1500万円
学校の給食室へのエアコン設置と船橋アリーナ改修につい
て、PFI導入事業調査をやめる 2500万円
大企業（資本金１０億円以上）の法人市民税の均等割を１.２
倍にする 1億3300万円
ため込んでいる財源調整基金の取り崩し 65億2000万円

◆予算に追加するもの
市立小・中・特別支援学校の給食費を完全無償化 24億5300万円
１８歳までの医療費について、窓口負担３００円を無くす 4億3600万円
認可保育園（定員６０人）４件増設 8億5700万円
１５歳までインフルエンザワクチン接種費用を無料にする 2億4700万円
高校生の修学旅行費１０万円を補助 6000万円
高校生通学定期支援（年間７万円を超えた定期代補助、
５万円限度） 1億円
市立小・中・高・特別支援学校の全女子トイレに無料の生理
用品を設置（小４以上） 200万円
「生理の貧困」対策として、一人当たり１パックの生理用品
を市の窓口で提供 42万円
公民館の使用料を無料にする 9100万円
国民健康保険の被保険者に１人あたり１万円を給付 9億7600万円
高齢者補聴器助成の所得制限をなくし、上限額１０万円に引
き上げ（住民税課税者は５万円） 5300万円
介護保険の第１号被保険者（６５歳以上）に１人あたり１万
円を給付 15億9600万円
特別養護老人ホーム（定員１００人）を１カ所増設 4億5000万円
７０歳以上にシルバーパスの発行（年間１人５千円分） 5億7000万円
全ての市立小学校の給食室にエアコンをリースで導入 1億2000万円

主な内容は以下の通り（100万円未満は四捨五入）
2025年度 予算の組み換えを提案しました

新年度予算から主なものを抜粋

市民の皆さんと一緒に実現！

●�災害時に特別な配慮を要する世帯に家具転倒防止金具と設置費用を補助（条件あり）
●�耐震改修の助成上限を引き上げ（木造住宅１００万円→１１５万円、緊急輸送道路沿い建築物
…１８００万円→３６００万円）

●分譲マンションの耐震改修を助成（上限３３００万円）
●段ボールベッド（全２４１台）を宿泊可能避難所と高齢者・障害者福祉施設に配備
●�トイレカー１台配備。マンホールトイレを小学校３校に整備（各５基、宮本小・葛飾小・法典西小）
●�放課後ルームを４ヶ所で増設、認可保育所３件・小規模保育所４件を新設
●�大学等の受験料と模擬試験の受験料を支援（条件あり）
●�特別支援学級の新規開設（知的：二和小、葛飾中、芝山中。自閉・情緒：塚田小、豊富小、
小室小、行田中）

●�市立小・中・特別支援学校で文化芸術鑑賞教室を開催
●�市立小学校６校の給食室にエアコン導入（南本町、宮本、葛飾、夏見台、法典西、前原）
●�医療センターなどで無保険の患者に求める医療費を１５割→１０割に是正
●�小室地域で公民館を使って出張健診を実施
●�馬込霊園の合葬墓の整備に向け、測量・地質調査や基本設計等を行う
●�芝山、夏見町２丁目にまちかどスポーツ広場を開設
●�海神町南１丁目に「かいなん公園」を整備
●�三山８丁目公園（仮）にトイレ設置
●�パートナーシップ宣誓した人も結婚新生活支援の助成対象に追加。助成上限３０万円の対象
を２９歳以下→３９歳以下に拡大

●�公共施設への無料の生理用品の設置について、設置施設を拡充


